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関東地下水盆の水理地質構造モデリングの試み
Hydrogeological Modeling Results of Kanto Groundwater basin
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過去の過剰揚水による地下水位低下と地盤沈下，そして近年の揚水規制に伴う被圧地下水位の上昇と鉄道地下駅など
地下インフラ施設への影響問題など，首都圏の地下水に関わる各種現象の理解には，関東平野規模の広域場での地下水流
動系の実態詳細把握が必要不可欠と考えられる．その具体的アプローチとしてはまず，揚水量や地下水位など基礎デー
タの整理・分析とともに地下水を流す器としての水理地質構造の把握が要となる．筆者らはこの数年間,主に応用地質学
会での活動を通して関東地下水盆の水理地質構造モデリングを試みてきたところであり，今般その成果として下記する
ように，地下水盆範囲，水理地質層序そして水理地質構造に分けてモデリングの基本的考え方を報告する．
関東地下水盆の範囲は，帯水層として地下水の涵養・賦存・流動の対象となる第四紀更新世・完新世の地層が分布す

る範囲とした．その範囲は，丘陵・台地・低地を含んで関東平野と通称される範囲に概ね一致する．
関東地下水盆の水理地質層序の組立に当たり，まず，関東平野全体での地質層序の対比を試みたが当初からそれは困

難な状況にあった．その理由は，他の広域地下水盆と同様，関東平野全体を対象とした地質学的研究はこれまで行われて
おらず，また地域的な研究においても自治体や研究機関毎に解釈が異なるなどしていたためである．本研究では苦慮の
上，(1)多数の既往関連文献の反映，(2)地下地質層序に関する最新の研究成果の反映，(3)酸素同位体層序の考慮等，地
層対比に係る５つの基本条件を設定し，これらを満たすように水理地質層序の統一を試みた．その結果，関東平野の水
理地質層序は，第四紀更新世の上総層群に相当する VII～IX 層，下総層群に相当する III～VI 層，段丘堆積物に相当する
II 層，第四紀更新世から完新世の沖積層に相当する I 層の９層に区分することとした．なお，最下層の IX 層は岩相およ
び地下水の開発状況から水理地質基盤として扱うこととした。
水理地質構造は以下の手順で評価した．まず，水源井の掘削資料と新旧の地質構造研究成果に基づき水理地質基盤の

概略出現深度と第 VI 層（下総層群の最下位層）の下限深度を推定し，次に水理地質層序を勘案しつつ既往研究成果の地
質断面図等を拠り所として水理地質断面図を作成した．最後に水理地質断面に基づき，水理地質層序第 I～VIII 層の下限
深度等高線図を作成し，水理地質構造モデリングを完了した．水理地質構造モデリング（下限深度等高線図）から得ら
れた新知見としては、埼玉県北部と千葉県千葉市沖の東京湾に沈降域が存在し盆状の水理地質構造が形成されているこ
とが挙げられる。このうち，埼玉県北部に発達する沈降域の長軸は近接する活断層と平行で調和的であり，またこの盆
状構造は深部層ほど鮮明となる．断層活動と沈降及び盆状の水理地質構造の強い関連が示唆され，地下水位や水質・水
温などの地下水流動指標の分布特性の検討に当たっても留意が必要と考えられる。
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